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新敬語「マジヤバイっす」 

―日常会話からメディアへ― 

中村 桃子（関東学院大学）

近年、「スタイル」が注目されている。「スタイル」とは、集団のアイデンティティと結びつ

いた話し方や服装などを指す。スタイルによる区別は、集団を差別したり、集団をステレオタ

イプ化するのに利用される。そこで、スタイルがどのようにつくられるのか、スタイルにはど

のように意味が与えられるのかが研究されている。 

その中でスタイルの形成に大きな役割を果たしていると考えられているのが、メタ語用論的

言説、特にメディアの言説である。従来の研究では、メタ語用論的言説がスタイルを形成する

過程が明らかにされてきた。一方で、メタ語用論的言説がスタイルの形成を阻止する過程は明

らかにされていない。 

そこで今日は、「マジヤバイっす」に代表される「ス体」とでも呼べるスタイルを題材に、

男子大学生の日常会話で使われている「ス体」が、『発言小町』というメディアのメタ語用論

的言説によってどのように意味付けされるのか、その結果、「ス体」はどのようなスタイルと

して認識されるようになるのかを見る。 

データは、同じ大学の運動部に属するふたりの 1 年生男子とひとりの 2 年生の 30 分の会話

をビデオ撮影した日常会話と、『発言小町』に投稿された「ス体」に関するトピとそれに対す

る３４４のレスである。 

分析の結果明らかになったのは、男子大学生は「ス体」を部活の先輩に対する〈親しい丁寧

さ〉を示すために使うことが多く、それ以外にもさまざまなスタンスを表現するのに用いてい

る。一方、『発言小町』のレスは、「ス体」を使わないレスと「ス体」を使ったレスの主に 2

つの手法によって、「ス体」の〈丁寧さ〉を否定している。「ス体」を使わないレスは、「ス体」

を「正しい日本語」から排除し、「ス体」の話し手を特定の集団に限定することで、「ス体」の

意味の可能性を狭めている。「ス体」を使ったレスは、面白おかしいパーフォーマンスとして

「ス体」を用いることで、＜面白さ＞という意味を前景化し、その結果、＜丁寧さ＞を薄めて

いる。 

この分析結果は、『発言小町』のメタ語用論的言説が、「ス体」の〈丁寧さ〉を否定すること

で、「ス体」が丁寧なスタイルとして成立することを阻止し、日本語の敬語イデオロギーを維

持管理する役割も果たしていることを示している。 
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